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に
北
せ
ら
れ
た
油
倍
で
､

揃
川
棚
ii
が
明
約
二
十
神
託
八
二
十
T日
光

京

で
背
か
れ
た
も
り
で
あ
る
｡

現
今
予
は
闘
束
放
び
其
の
隣
接
地
方
の
地
質
叙
述
に

端
輝
し
て
屠
る
･
之
は
日
本
地
質
絶
間
の
東
郷

(岬
鮎

鮎

刑
聖

の
説
明
と
在
る
べ

き
も
の
で
あ
る
｡
此
の
地

方
の
西
の
部
分
は
ナ
ウ
マ
ン
が
大
地
溝
と
呼
び
且
つ
予

の
意
見
に
捉
以
富
士
火
山
帯
若
し
-
は
簡
知
に
富
士
背

A.･

と
し
て
､
よ
-
適
切
隻
二口
以
来
n
れ
て
な
る
渠
の

完
W

と
典
に
闘
東
川
脈
及
び
赤
石
山
脈
の

一
部
を
包
有
し
;y

居
る
｡

丁
度
昨
日
予
は
ナ
ウ
ヤ
ン
の
地
磁
気
の
現
象
に
就
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が
出
水
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｡

此
の
論
文

に
依
っ
て
予
は
次
の
こ
と
を
知
る
､
即
ち
大
地
構
並
は

関
東
山
脈
に
閥
し
ジ
ク
ス
が
吐
解
し
望

見
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ヒ
ー
十

八
式
に
よ
る
と
之
は
ナ
ウ
マ
ン
が

ジ
ュ
ー
ス
に
地
部
組
榊
を
蓬

っ
た

後

山
ジ
ウ

ス
の
手
紙
に
胸
水
山
脈
と
琉

地
と
む
辿

紳
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郎

や
槻
水
平
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が
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に
儀
す
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こ
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以
後
の
此
の
地
方

の
充
分
を
研
究
の
経
基
に

山
致
す
る

と

い
ふ
事
で
あ
る
｡

富
士
帯
に
闘
し
て
は
､
小
笠
原
諾
鳥
か
ら
上
方
は
伊

豆
､
箱
根
'
愛
鷹
､
富
士
､
茅
ケ
獄
､
立
科
p
八
ケ
顕

及
び
諏
訪

マ
ー
ル
を
経
て
長
野
附
虹
の
火
山
群
は
到
る

ま
で
直
線
に
列
ん
だ
火
山
の
北
北
西
1
南
南
東
に
走
る

l
列
が
あ
-
'
術
は
火
山
帯
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赤
石
及
び
飛
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地

球

節
十
三
奄

騨
山
脈
の
東
面
し
た
急
斜
が
あ
る
rJ
と
を

1
月
す
れ
ば

賓
は
地
溝
状
階
授
地
の
印
象
を
起
rb
す
の
で
あ
る
｡
而

し
て
此
の
陪
没
地
は
賓
に
天
守
山
脈
と
赤
石
山
脈
の
東

方
の
山
連
な
る
駒
ヶ
岳
川
脈
と
の
間
は
於
で
､
第
三
紀

の
安
山
岩
質
凝
灰
岩
を
以
て
抽
た
n
れ
ね
南
北
に
向
ふ

狭

い
富
士
川
谷
で
明
瞭
は

表現
n
れ
て
屠
る
｡
然
し
此

の
全
部
に
比
擬
し
て
小
n
夜
部
分
は
於
で
の
み
本
瀞
は

地
溝
型
を

ホ
し
て
居
る
は
過
ぎ
な

い
｡
然
る
に
予
の
考

ふ
る
所
で
は
p
著
し
次
の
如
-
見
る
な
ら
ば
地
溝
の
意

味
は
よ
-
正
し
-
甜
邪
n
れ
る
｡
即
ち
閃
維
岩
並
に
粉

岩
及
び
其
の
凝
次
岩
よ
-
成
る
御
坂
山
脈
及
び
天
守
山

脈
は
富
士
の
北
方
及
び
閤
方
を
弧
状
は
抱
き
P
従
っ
て

其
の
走
向
は
闘
求
山
脈
の
走
向
よ
-
牛
弧

を
作
し
て
赤

石
山
脈
の
走
向
は
移
る
乙
と
､
並
に
八
ケ
緑
の
南
庶
及

び
画
境
に
於
て
節
三
配
及
び
第
三
紀
後
の
噴
出
物
の
下

位
か
ら
現
は
れ
で
居
る
古
生
代
の
鮎
坂
岩
及
び
敬
砂
岩

は
亦
石
と
闘
束
山
脈
と
の
甚
だ
密
接
な
通
路
堅

耶
す
も
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あ
る
乙
と
､
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は
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､
此
等
の
封
曲
孤
並
に
摘
果
山
脈
の
走
向
は

決
し
て
富
士
静
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主
延
長
方
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依
っ
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た
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堅
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銅
兼
山
膳
は
北
日
本
の
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側
弧
の
敢
南
部
を
表
現
す

る
｡
其
の
東
練
の
仝
幅
は
滑
う
で
は
､
摺
曲
し
た
古
生

代
の
粘
扱
岩
及
び
砂
岩
が
闘
東
中
野
に
封
し
斜
に
走
っ

て
居
る
｡
而
し
て
摘
果
山
脈
と
阿
武
隈
山
脈
と
む
し
で

弧
状
轡
曲
を
以
て
蒋
び
連
結
せ
し
め
て
居
る
と
恩
は
れ

る
摘
東
山
脈
の
走
向

へ
の
遵
縛
が
恰
か
も
蛮

小
中
野
の

下
は
沈
ん
で
居
っ
て
其
の
沖
積
地
の
下
底
に
求
む
べ
き

で
あ
る
様
は
児
得
る
の
で
あ
る
｡
賓
は
筑
波
の
片
肺
花

園
岩
は
阿
武
隈
高
規
の
中
火
塊
の
寓
酉
に
向
つ
て
極
性
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れ
､
解
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n
れ
た
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片
を
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し
､
而
し
て
此
の
樽

位
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脈
が
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日
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の
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側
弧
に
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す
る
乙
と

を
指
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す
の
で
あ
る
｡

猶
は
予
が
此
日
本
の
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側
弧
に
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す
る
も
の
と
瓜
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す
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山
脈
が
あ
る
｡
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来
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は
日
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火
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四
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-
固
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れ
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た
帝
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花
園
岩
及
び
斑
岩
に
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っ
て
貫
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て
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る
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叉
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及
び
構
成
物
に
於
で
特
に

八満
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及
び
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波
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ら
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方
に
連
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す
る
休
債
の
三
山
脈
む
を
す
古
庄
静
山
連

に
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す
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予
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見
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っ
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て
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し
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あ
る
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洋
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は
ア
ジ
ア
大
陸
の
印
度
洋
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と
著
し
-
同
型
に

構
成
さ
れ
て
居
る
と

い
ふ
革
と
確
寵
す
る
に
寄
興
し
て

居
る
｡

ハ新
経
口
本
地
撰
満
文
雄
は
外
相
誹
で
背
か
れ
た
.
そ
し
て
手
に
入
れ

る
こ
と
が
辞
易
や
な
い
日
本

の
地
堺
文
献
を
油
揚
で
あ
る
よ
り
も
傾
丈

に
恕
班

で
あ
る
こ
と
を
和
し
て
御
許
し
､
以
て
日
本

山
地
串
桝
光
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に

便
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と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
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を
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れ
て
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と
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次
回
に
は
ゴ
ツ
チ
エ
の
日
本

の
地
質

記
串
で
も
弛
せ
た

い
と
恩
ふ
｡
鯛
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中
村
新
太
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宙
地
理
学
よ
り
風
た
る
南
光
と
亜
細
亜

上

清
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郎
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青

陸
橋
に
踊
す
る
問
題
は
輝
洋
を
隔
て
た
る

大

陸
間
の
種
物
銅
棒
を
説
明
す
る
た
め
に
'
屡
々
利
目

さ
れ
る
考
察
法
で
あ
る
｡
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
囲
ヒ
ユ

ー
ネ
数
授

P
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は
白
壁
配
以
後
新
生

代
に
放
け
る
南
米
と

亜
細
亜
の
生
物
の
粗
似
む
陸
橋
に

ょ
っ
て
説
明
を
試
み
､
一
九
二
九
年
に
教
表
し
て
居
る
｡

･
甘
地
艶
串
よ
り
且
た
る
南
米
と
即
納
故

数
接
は

一
九

一
六
年
に

『
大
陸
断
裂
及
大
洋
洲
の
地
礎

に
摘
す
る
論
文
』
恕
公
に
し
た
[J
と
も
あ
-
'

一
九
二

六
年
に
は
汎
太
中
津
撃
術
骨
議
に
於
て

『
二
鼎
配
の
肩

地
排
に
就

い
て
意
見
』
を
述
べ
た
rJ
と
も
あ
る
｡

一
九

二
九
年
の
論
文
は
チ
ア
ー

レ
ス
､
シ
ユ
ツ
カ
ー
ト
は
よ

っ
て
報
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
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